
                        

                        

陣
馬
街
道 

陣
馬
街
道
は
、
八
王
子
市
の
追
分
交
差
点
で

国
道
二
十
号
（
甲
州
街
道
）
か
ら
西
へ
分
か

れ
、
和
田
峠
を
経
て
神
奈
川
県
相
模
原
市
緑

区
に
至
る
街
道
。
山
梨
県
道
・
神
奈
川
県
道
・

東
京
都
道
五
百
二
十
一
号
上
野
原
八
王
子
線

の
一
部
。
か
つ
て
武
州
案
下
（
現
・
八
王
子

市
内
）
に
ち
な
み
案
下
道
と
も
呼
ば
れ
、
甲

州
街
道
の
裏
街
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
甲
州

裏
街
道
ま
た
は
甲
州
脇
街
道
と
も
呼
ば
れ
た
。

陣
馬
街
道
沿
い
の
上
恩
方
町
な
ど
で
は
、
今

で
は
数
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
田
園
風
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
夕
焼
け
小
焼
け
の

歌
と
共
に
昔
な
が
ら
の
心
の
故
郷
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
り
、
ま
る
で
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
な
懐
か
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
は
開
発
が
進
み
、

住
宅
が
立
ち
並
び
、
里
山
の
風
景
も
変
貌
し

つ
つ
あ
る
。
道
中
に
は
浄
福
寺
城
跡
・
中
村

雨
紅
生
誕
の
地
（「
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い

の
里
」
）
・
陣
馬
山
（
陣
馬
高
原
）
な
ど
が
あ

る
。 

 

懐かしい故郷の風景（将門神社から南を望む） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 
中
村
雨
紅
作
詞
の
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

の
歌
で
有
名
な
宮
尾
神
社
か
ら
、
大
石
定

久
居
城
跡
の
浄
福
寺
ま
で
、
陣
馬
街
道
を

下
り
な
が
ら
歩
く
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。 

 

宮
尾
神
社
を
出
て
薬
師
堂
へ
。
途
中
テ

キ
穴
、
力
石
、
郷
倉
、
下
原
刀
を
造
っ
て

い
る
佐
藤
宅
を
見
学
。
さ
ら
に
要
石
、
稲

荷
神
社
を
経
て
、
雨
紅
の
「
ふ
る
里
と
母

と
」
の
歌
碑
の
あ
る
興
慶
寺
へ
。
続
い
て

狐
塚
、
菅
原
神
社
、
大
和
田
刑
場
跡
碑
の

建
つ
一
刻
芸
術
会
館
で
小
休
止
。
さ
ら
に

駒
木
野
、
御
嶽
神
社
、
佐
戸
、
薬
師
堂
、

坂
小
会
館
ま
で
歩
く
。
そ
の
後
、
学
童
疎

開
の
生
徒
名
が
廊
下
の
鴨
居
に
残
る
皎
月

院
へ
。
こ
こ
か
ら
大
久
保
に
出
て
、
稲
荷

神
社
、
さ
ら
に
恩
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
狐
塚
遺
跡
土
器
の
展
示
を
見
る
。

最
後
に
、
大
永
か
ら
天
文
（
一
五
二
一
～

一
五
五
四
）
年
間
に
大
石
定
久
の
居
城
だ

っ
た
浄
福
寺
（
浄
福
寺
城
跡
）
を
見
学
し

た
後
に
解
散
。 

①
高
留
の

宮
尾
神
社 上

恩
方
町
二
○
八
九 

祭
神 

底
筒
男
命
・
中
筒
男
命
・
上
筒
男

命
・
大
拘
主
命
・
神
功
皇
后
・
崇
徳
天
皇 

創
建 

元
暦
年
間
（一
一
八
四
～
一
一
八
五
） 

再
建 

明
応
元
年
（
一
四
九
二
） 

例
祭 

九
月
十
日 

宮
尾
山
に
あ
っ
た
愛
敬
山
東
福
院
（
本

山
修
験
）
が
別
当
と
し
、
宮
尾
山
上
に
住

吉
社
を
勧
請
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
宮

尾
神
社
と
も
高
留
住
吉
社
と
も
称
し
て
い

た
。
明
治
初
年
に
琴
平
神
社
を
合
祀
し
、

現
在
の
拝
殿
は
、
明
治
中
期
の
建
造
で
あ

る
。
末
社
に
浅
間
社
を
祀
る
。 

境
内
に
、
当
社
神
官
高
井
丹
吾
の
二
男
、

中
村
雨
紅
作
の
童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

の
碑
が
あ
る
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五

六
）
建
立
で
あ
る
。 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
「
徐
地

二
十
歩
、
小
名
愛
敬
坂
に
あ
り
、
覆
屋
二

間
に
三
間
の
小
祠
を
置
く
、
南
向
き
な
り
、

別
当
は
本
山
修
験
東
福
院
持
、
神
体
は
木

の
立
像
に
て
長
さ
二
尺
許
、
本
地
十
一
面

観
音
木
彫
り
の
坐
像
長
さ
五
寸
許
、
裏
に

大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
八
月
し
も
つ
き

と
記
せ
り
、
此
像
常
に
は
別
当
東
福
院
に

置
く
、
社
前
に
木
の
鳥
居
を
建
つ
、
石
段

十
七
級
あ
り
、
此
辺
古
樹
繁
茂
し
て
い
か

に
も
古
社
と
み
ゆ
れ
ど
勧
請
せ
し
年
暦
を

伝
へ
ず
」
と
あ
る
。 

                

宮尾神社 
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●
中
村
雨
紅
と 

夕
焼
け
小
焼
け
の
碑 

上
恩
方
町
二
〇
八
九 

中
村
雨
紅
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九

七
）
二
月
六
日
恩
方
村
宮
尾
神
社
の
宮
司

高
井
丹
吾
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
本
名

高
井
宮
吉
と
い
っ
た
。
青
山
師
範
学
校
卒

業
後
東
京
の
小
学
校
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
頃
か
ら
野
口
雨

情
に
師
事
し
て
童
謡
、
童
話
を
書
き
始
め

る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）「
ほ
う
ほ

う
蛍
」「
夕
焼
け
小
焼
け
」
な
ど
を
発
表
。

昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
日
大
高
等
師
範

部
卒
業
後
、
神
奈
川
県
厚
木
の
高
校
教
諭

と
な
り
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

ま
で
勤
務
し
た
。 

 

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
は
、
実
家
へ
の
帰

り
道
の
情
景
を
詩
に
し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
還
暦

祝
い
に
恩
方
村
民
が
宮
尾
神
社
境
内
に
石

碑
を
建
立
し
た
も
の
。
そ
の
後
、
昭
和
四

十
七
年
（
一
九
七
二
）
観
栖
寺
に
「
夕
焼

け
小
焼
け
の
鐘
」
の
碑
を
、
昭
和
四
十
三

年
（
一
九
六
八
）
に
宝
生
寺
に
「
夕
焼
け

小
焼
け
」
の
歌
碑
、
同
じ
年
興
慶
寺
に
「
夕

焼
け
小
焼
け
の
鐘
」
、
四
十
五
年
（
一
九
七

〇
）
に
「
ふ
る
里
と
母
と
」
の
碑
が
建
て

ら
れ
た
。 

 

作
ら
れ
た
童
謡
二
百
六
、
詩
三
十
三
、

民
謡
二
十
編
の
多
き
に
わ
た
る
作
品
を
残

し
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
七
十

五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。 

               

                       

還暦を祝う厚木東高校の教え子達と 
昭和 31 年 

昭和 31 年ごろの中村雨紅 

妻 高井千代子と 



3 
 

●
生
家
跡
の
墓
碑 

上
恩
方
町
二
一
二
二 

 

中
村
雨
紅
の
生
家
は
、「
夕
焼
け
小
焼
け

ふ
れ
あ
い
の
里
」の
西
、高
留
橋
を
渡
り
、

西
に
曲
が
っ
た
北
側
の
高
井
家
で
あ
る
。

墓
碑
（
墓
地
）
は
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
が

で
き
る
前
は
宮
尾
橋
の
北
側
に
あ
っ
た
が
、

現
在
は
そ
れ
よ
り
東
側
宮
の
下
児
童
遊
園

の
南
側
に
移
設
さ
れ
「
高
井
家
の
奥
津
城
」

の
中
に
あ
る
。 

             

                        

             

●
馬
頭
観
音 

上
恩
方
（
高
留
） 

 

愛
敬
坂
の
右
側
に
は
、
像
の
高
さ
五
九

㎝
の
笠
付
合
掌
二
手
の
馬
頭
観
音
が
あ
る
。 

 
 

 寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
五
月 

 

金

照

庵

佛

傘

上

人

（

十

二

代

） 
 
 

同
高
留
邑 

村
中 

の
銘
が
あ
る
。 

 
高井家の奥津城 子供たちが夕焼け小焼けの歌を歌う 

壁画彫りの像 

我によき友ありの歌碑 

夕焼け小焼けの碑 
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②
薬
師
堂
（
馬
鳴

め
み
ょ
う

菩
薩

ぼ

さ

つ

・
蚕
の
神
） 

上
恩
方
（
宮
ノ
下
） 

宗
派 

臨
済
宗 

本
尊 

薬
師
如
来 

開
山 

興
堂
和
尚 

開
創 

応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
） 

宮
ノ
下
に
興
慶
寺
第
三
世
の
興
堂
和

尚
が
創
建
し
た
と
い
わ
れ
る
薬
師
堂
が
現

存
す
る
。
堂
の
本
尊
は
行
基
作
の
薬
師
如

来
で
あ
っ
た
が
盗
ま
れ
、
現
在
は
新
し
い

薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

薬
師
堂
の
前
に
は
、
自
然
石
に
「
馬
鳴

菩
薩
」
が
陰
刻
線
彫
り
さ
れ
た
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
造
立
の
石
仏
が
あ
る
。 

こ
の
菩
薩
は
、
養
蚕
や
機
織
り
の
神
様

で
あ
る
。
馬
鳴
と
は
イ
ン
ド
の
人
で
大
乗

仏
教
の
興
隆
に
貢
献
し
た
人
。
そ
の
名
の

由
来
は
、
法
を
聴
い
て
牛
馬
ま
で
感
泣
さ

せ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

中
国
の
民
間
信
仰
に
は
、
そ
の
分
身
が
蚕

に
な
っ
て
人
に
衣
服
を
与
え
る
と
し
て
信

仰
さ
れ
た
と
い
う
。
蚕
の
顔
が
馬
に
よ
く

似
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
く
る
説
と
か
、

蚕
と
馬
の
関
係
は
諸
説
あ
る
と
い
う
。 

像
は
右
手
に
数
珠
を
持
ち
、
左
手
に
宝

珠
を
持
っ
て
仏
法
を
説
く
姿
を
表
し
て
い

る
。
そ
の
左
脇
に
、
弘
化
四
年
（
一
八
四

七
）
銘
の
二
十
三
夜
塔
が
あ
る
。
下
弦
の

月
の
出
を
待
つ
行
事
、
二
十
三
夜
の
月
待

ち
塔
で
あ
る
。
こ
の
夜
は
三
体
の
菩
薩
が

現
れ
、
一
度
に
拝
め
る
と
い
わ
れ
、
収
穫

を
祈
願
す
る
原
始
信
仰
が
あ
る
。 

ま
た
、
薬
師
堂
の
前
に
二
基
の
板
碑
が

あ
り
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
○
）
と
貞
治

六
年
（
一
三
六
七
）
の
銘
が
あ
る
。 

   

                        

薬 師 堂 馬鳴観音と二十三夜塔 

愛敬坂の馬頭観音 
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③
テ
キ
穴 

上
恩
方
（
宮
ノ
下
） 

陣
馬
街
道
の
力
石
バ
ス
停
か
ら
二
百

ｍ
程
行
く
と
左
へ
入
る
農
道
が
あ
る
。
農

道
の
左
に
小
高
い
丘
が
あ
り
、
以
前
は
薬

師
堂
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

薬
師
堂
跡
の
直
ぐ
下
に
「
テ
キ
穴
」
と

い
わ
れ
る
穴
が
残
っ
て
い
る
。
直
径
は
約

一
・
五
ｍ
、
深
さ
二
ｍ
、
更
に
底
か
ら
横

に
五
ｍ
程
掘
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の

穴
は
昔
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
何
時
、

だ
れ
が
、
何
の
た
め
に
使
用
し
た
か
定
か

で
は
な
い
。た
だ
地
元
の
人
の
話
し
で
は
、

八
王
子
城
へ
伝
令
に
飛
ん
だ
折
の
隠
れ
穴

で
は
な
い
か
と
い
う
武
者
隠
し
説
。
こ
う

し
た
穴
は
八
王
子
城
の
周
辺
や
滝
山
城
に

幾
つ
か
あ
る
の
で
は
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
繭
の
種
（
卵
）
を
保
存
し
て
い
た

と
の
説
も
あ
る
が
定
か
で
は
な
い
。 

今
は
周
り
を
木
の
杭
で
覆
い
、
蓋
は
丸

木
で
覆
わ
れ
危
険
防
止
の
た
め
入
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

 

                        

薬師堂前の板

 
馬鳴（めみょう）菩薩 
左は拡大したもの 

テキ穴（武者隠し） 
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④
力
石 

 

上
恩
方
町
（
力
石
） 

力
石
と
は
上
恩
方
町
の
旧
小
名
で
同

町
の
中
央
部
北
寄
り
、
狐
塚
と
高
留
と
の

間
に
あ
り
、
北
西
は
白
沢
の
奥
、
不
動
山

か
ら
高
丸
嶺
ま
で
を
含
む
地
域
で
あ
る
。

「
力
石
」
と
い
う
地
名
は
土
地
に
住
む
小

林
家
の
裏
庭
に
あ
る
石
か
ら
つ
け
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

              

●
力
石
の
伝
説 

上
恩
方
（
力
石
） 

 

昔
、
石
を
八
幡
様
へ
移
し
た
が
、
村
中

病
気
を
し
た
の
で
、
元
の
と
こ
ろ
に
運
び

お
ろ
し
た
と
い
う
。
こ
の
石
は
男
石
で
、

地
下
一
丈
（
三
ｍ
）
の
と
こ
ろ
に
女
石
が

あ
り
離
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
の
で
あ
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
は
重
か
ろ
う
と

思
っ
て
手
を
か
け
る
と
軽
く
、
軽
い
と
あ

な
ど
っ
て
持
ち
あ
げ
る
と
重
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

  
⑤
力
石
地
区
の
遺
跡 上

恩
方
町
（
力
石
） 

 
 

 

 

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
力
石
か

ら
小
津
町
西
沢
へ
の
農
道
の
開
設
に
あ
た

り
、
市
教
育
委
員
会
の
事
前
調
査
の
結
果
、

縄
文
時
代
早
期
頃
と
中
期
の
住
居
跡
四
棟
、

炉
穴
五
十
四
基
、
陥
し
穴
十
一
基
な
ど
の

遺
構
、
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
場
所
は
、

白
沢
の
東
側
の
上
位
段
丘
面
。
案
下
川
か

ら
の
比
高
は
約
二
十
ｍ
に
あ
る
。
下
位
段

丘
面
に
あ
た
る
旧
道
北
側
の
畑
か
ら
は
、

黒
曜
石
等
の
石
器
の
破
片
が
数
多
く
出
土

し
て
い
る
。 

  

●
要
石 

上
恩
方
町
（
力
石
） 

 

力
石
に
「
椿
山
の
要
石
」と
い
う
石
が
、

土
地
の
山
室
家
の
裏
の
畑
に
あ
る
。
直
径

八
～
九
寸
（
約
二
十
六
㎝
）で
頭
の
丸
い
、

地
上
一
尺
（
約
三
十
㎝
）ほ
ど
出
た
石
で
、

所
有
者
が
四
、
五
尺
（
一
・
三
ｍ
）
下
ま

で
掘
っ
て
み
た
が
底
が
知
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
埋
め
て
大
切
に

保
存
し
て
い
る
。
伝
説
に
よ
る
と
、
こ
の

辺
は
地
震
の
通
り
道
に
あ
た
っ
て
い
る
の

で
、
要
石
は
地
下
に
い
る
鯰
（
な
ま
ず
）

の
頭
を
押
さ
え
て
い
る
の
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

   

力石と祠 
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●
平
将
門
神
社
と
草
木
家 

上
恩
方
町
（
力
石
） 

平
将
門
は
、
平
安
中
期
の
武
将
で
桓
武

平
氏
、
鎮
守
府
将
軍
良
将
の
子
で
あ
る
。

下
総
（
千
葉
県
）
を
本
拠
と
し
、
幼
時
は

京
都
で
藤
原
忠
平
に
仕
え
た
。
父
の
遺
領

問
題
な
ど
で
一
族
と
争
い
、
伯
父
国
香
を

殺
し
て
関
東
に
勢
を
振
い
、
国
司
に
抵
抗

す
る
土
豪
を
扶
け
て
常
陸
国
府
を
焼
討
ち
、

王
城
を
営
み
自
ら
新
皇
と
称
し
た
。
朝
廷

は
追
討
軍
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
到
着
前

に
、
将
門
は
、
国
香
の
子
貞
盛
と
藤
原
秀

郷
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。 

 

将
門
は
倒
れ
た
が
、
勝
利
を
得
た
の
は

中
央
の
権
力
者
藤
原
氏
で
は
な
く
、
在
地

の
豪
族
た
ち
で
あ
っ
た
。
以
後
将
門
の
乱

は
関
東
の
武
士
や
農
民
の
心
に
残
り
、
各

地
に
将
門
伝
説
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

力
石
の
将
門
神
社
は
平
将
門
を
祀
っ
て

あ
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
草
木
家
は
将
門

の
家
臣
で
、
家
系
図
や
将
門
着
用
の
陣
羽

織
、
黄
金
造
り
の
太
刀
、
鐙
（
あ
ぶ
み
）

が
残
さ
れ
て
い
る
。
天
慶
の
乱
の
時
、
草

木
兵
部
は
主
君
危
う
し
の
報
せ
に
よ
り
出

陣
し
た
が
、
狐
塚
の
境
ま
で
き
た
時
「
将

門
討
ち
死
に
」
の
報
を
受
け
、
馬
を
ひ
き

廻
し
、
槍
を
側
の
渕
へ
投
げ
こ
ん
だ
と
い

う
。
そ
れ
以
来
、
そ
こ
を
「
ひ
ん
廻
し
」

「
槍
小
渕
」
と
よ
ん
で
い
る
。 

 
旧
名
主
の
草
木
家
に
は
、
代
々
伝
わ
る

千
七
十
七
点
に
及
ぶ
草
木
文
書
が
あ
り
、

近
世
の
村
方
文
章
と
し
て
よ
く
揃
っ
て
い

る
と
い
う
。
特
に
宗
門
改
帳
や
助
郷
、
村

況
村
政
は
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
の
村
絵
図
は
、
横
に
数
メ

ー
ト
ル
も
あ
り
、
家
々
が
一
軒
一
軒
記
入

し
て
あ
る
。
こ
れ
は
柏
の
葉
が
村
の
産
業

だ
っ
た
頃
、
上
恩
方
村
と
下
恩
方
村
が
入

会
権
で
争
っ
て
い
た
頃
の
代
官
に
示
し
た

絵
図
で
あ
る
と
い
う
。 

                       

椿山の要石 

平将門神社 本 殿 
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●
草
木
家
付
近
の
石
造
遺
物 

草
木
家
の
西
側
旧
道
に
石
造
物
が
並

ん
で
い
る
。
北
側
か
ら
元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
銘
の
自
然
石
陰
刻
線
彫
り
の「
地

蔵
菩
薩
像
」、
時
期
不
明
の
「
萬
霊
塔
」
、

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
銘
の
「
二
十
三

夜
塔
」、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
銘
の
「
念

仏
供
養
塔
」
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
銘

の
「
馬
頭
観
音
」、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

銘
の
「
石
燈
篭
」
な
ど
の
六
基
の
他
に
、

力
石
橋
の
南
側
に
年
代
不
明
の
「
三
界
万

霊
塔
」
、白
沢
川
の
西
に
不
明
な
「
地
蔵
」、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
銘
の
「
巳
待
供

養
塔
」
、自
然
石
の
塔
が
二
基
並
ん
で
い
る
。 

         

              
●
腰
越
の
馬
頭
観
音 上

恩
方
町
（
力
石
） 

第
二
中
村
農
園
（
高
台
上
）
に
、
馬
の

文
字
を
馬
の
姿
に
模
し
た
文
字
塔
観
音
は

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
、
右
側
は
文
字
だ

け
の
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
銘
の
馬

頭
観
音
が
建
っ
て
い
る
。 

  

           

●
郷
倉

ご
う
く
ら 

 

江
戸
時
代
の
寛
政
改
革
に
よ
り
幕
府
の

飢
饉
対
策
と
し
て
、
囲
米
（
か
こ
い
ま
い
）

制
度
が
で
き
た
が
、
上
案
下
地
域
は
米
が

ほ
と
ん
ど
収
穫
で
き
ず
、
稗
（
ひ
え
）
を

出
し
あ
っ
て
貯
蔵
し
て
い
た
。
稗
が
訛
（
な

ま
）
っ
て
「
ひ
え
こ
く
倉
」
と
か
「
へ
え

こ
ぐ
ら
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
。
も
と
は
力
石
橋
の
西
に
あ
っ
た

が
、
今
で
は
土
地
の
塚
本
家
の
敷
地
内
に

移
さ
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
る
と
天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
上
恩
方
村
は
稗
の
貯
蔵

旧道にある石造物 

巳待（みまち）供養塔など 

馬頭観世音 
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が
五
十
五
石
と
あ
り
、
そ
の
当
時
の
記
録

が
草
木
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
か
ら
寛
政
二
年
（
一
七
九

〇
）
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）、
天
保
九

年
（
一
八
三
八
）
の
記
録
帳
が
計
八
冊
あ

り
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。 

                  

⑥
浅
川
稲
荷
社
（
狐
塚
） 

上
恩
方
町
（
狐
塚
） 

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
棟
札
の
あ

る
稲
荷
社
で
、
案
下
川
は
字
川
（
あ
ざ
が

わ
）
と
も
浅
川
と
も
い
わ
れ
た
。
こ
こ
は

上
代
麻
川
と
い
わ
れ
た
名
残
り
で
あ
る
と

い
う
の
で
、
こ
の
名
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

                

                        

郷 倉 

浅川稲荷神社 

狐塚本殿内 
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●
狐
塚
遺
跡 

上
恩
方
町
（
狐
塚
）  

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
三
月
恩

方
中
学
校
の
社
会
科
ク
ラ
ブ
が
高
校
生
の

応
援
を
受
け
、
興
慶
寺
の
裏
か
ら
流
れ
出

る
堀
の
北
側
「
池
の
平
」
と
呼
ば
れ
る
付

近
を
発
掘
調
査
し
た
結
果
、
縄
文
時
代
中

期
の
住
居
跡
三
棟
、
縄
文
早
期
、
中
期
、

後
期
に
わ
た
る
、
八
十
四
個
の
土
器
と
百

点
に
及
ぶ
石
器
等
が
発
見
さ
れ
た
。 

 

出
土
遺
物
は
、
縄
文
土
器
、
打
斧
、
石
鏃
、

尖
頭
器
、
石
匙
、
削
器
、
敵
石
、
土
製
円

板
、
石
製
埀
飾
、
掻
器
、
青
磁
器
な
ど
が

出
土
し
八
王
子
郷
土
資
料
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。 

昭
和
四
十
四
年
に
も
黒
沼
田
（
く
る
み

だ
・
く
る
み
た
）
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。 

     

●
狐
塚
の
地
名
縁
起 上

恩
方
町
（
狐
塚
） 

上
恩
方
の
興
慶
寺
の
下
か
ら
都
道
に

ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
耕
地
が
あ
る
。
昔
、
こ

の
耕
地
の
一
隅
に
、
狐
が
す
ん
で
い
た
と

い
う
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
。
地
名
の
由
来

は
こ
こ
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

今
は
壊
さ
れ
て
跡
方
も
な
い
が
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
大
き
い
塚
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

  
⑦
萬
蔵
山

興
慶
寺 

上
恩
方
町
一
〇
四
〇 

宗
派 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

本
尊 

地
蔵
木
造
坐
像
（
金
色
の
地
蔵
） 

開
山 

峻
翁
令
山
和
尚 

（
勅
諡
名
、
法
光
院
融
禅
師
） 

開
創 

至
徳
元
年
（
一
三
八
四
） 

山
田
の
廣
園
寺
を
開
山
し
た
峻
翁
令

山
和
尚
が
創
建
。
本
尊
は
座
高
四
十
五
㎝

の
木
造
の
地
蔵
で
、
本
殿
の
中
に
四
重
の

台
座
に
置
か
れ
て
い
る
。
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
に
は
、
本
尊
の
高
さ
八
寸
（
二
十
四
・

二
㎝
）
と
あ
る
。 

前
身
は
、
江
戸
時
代
の
堂
で
、
白
沢
と

い
う
所
に
恭
翁
運
良
上
人
が
永
仁
五
年

（
一
二
九
七
）
白
沢
庵
と
い
う
名
の
小
庵

を
草
創
し
た
も
の
。
こ
れ
を
峻
翁
令
山
が

当
地
に
移
し
興
慶
寺
を
創
建
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
堂
は
八
間
に
六
間
半
の
南
向
き

で
、
山
腹
に
あ
り
寺
領
十
石
の
朱
印
を
賜

わ
る
。 

寺
地
に
四
間
と
三
間
の
薬
師
堂
が
あ

り
、
本
堂
の
右
手
山
上
に
は
宝
暦
二
年（
一

七
五
二
）
銘
の
加
藤
重
兵
衛
藤
原
吉
政
作

の
鐘
楼
が
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
に
供
出
さ

れ
た
と
い
う
。
現
在
の
梵
鐘
は
復
元
さ
れ

た
も
の
で 

あ
る
。 

      

興 慶 寺 
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●
「
ふ
る
里
と
母
と
」
の
碑 

上
恩
方
町
一
〇
四
〇 

興
慶
寺
境
内
鐘
楼
の
登
り
口
に
中
村

雨
紅
の
書
に
よ
る
「
ふ
る
里
と
母
と
」
の

詩
を
刻
ん
だ
歌
碑
が
あ
る
。 

  

ふ
る
里
と
母
と 

作
詞 

中
村
雨
紅 

作
曲 

海
沼 
実 

 
 

今
も
帰
れ
ば
ふ
る
里
の 

岡
に
残
る
よ
仐
松
よ 

村
の
は
ず
れ
の
閻
魔
堂 

ね
ん
ね
こ
さ
ら
さ
ら
と
ん
と
ろ
り 

川
の
瀬
音
も
子
守
歌 

お
い
し
そ
う
で
も
へ
び
苺 

き
れ
い
な
実
で
も
牛
殺
し 

そ
の
葉
取
る
な
よ
実
を
と
る
な 

い
つ
も
や
さ
し
く
あ
た
た
か
く 

今
も
聞
こ
え
る
母
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
紅 

書 
 

                        

⑧
菅
原
神
社 

上
恩
方
町
（
黒
沼
田
） 

勧
請 

橋
本
家 

祭
神 

束
帯
の
坐
像 

創
建 

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
） 

上
野
国
（
群
馬
県
）
寺
尾
城
主
、
新
田

義
重
の
六
代
目
の
子
孫
が
相
模
（
神
奈
川

県
）
に
住
み
、
そ
の
子
孫
か
ら
四
代
目
の

人
が
黒
沼
田(

八
王
子
市
上
恩
方
町
）
に
永

住
し
た
。
そ
の
子
孫
が
土
地
の
旧
家
橋
本

家
の
家
族
た
ち
で
あ
る
。
橋
本
家
の
祖
先

が
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
三
月
、
山
頂

に
菅
原
神
社
を
創
建
。
そ
の
後
、
元
禄
元

年
（
一
六
八
八
）
現
在
地
に
移
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

御
神
体
は
束
帯
の
坐
像
、
長
さ
八
寸

（
約
二
十
四
・
二
㎝
）
。
覆
屋
は
二
間
に
三

間
、
小
祠
を
置
く
。南
向
き
で
除
地
四
坪
、

石
段
は
三
十
三
級
と
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

に
記
載
が
あ
る
。 

   
「ふるさとと母と」の碑 梵 鐘 
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●
黒
沼
田

く

る

み

だ

の
地
名
縁
起 

上
恩
方
町
（
黒
沼
田
） 

赤
渕
と
い
う
所
の
出
口
に
湿
地
（
ふ

け
）
が
あ
っ
て
、
猪
が
泥
の
中
を
、
ぬ
た

打
ち
廻
っ
た
「
ぬ
た
場
」
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。 

土
地
の
老
人
は
、
「
黒
沼
田
（
く
る
み

だ
）
」
を
「
く
ろ
ぬ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
い
つ
し
か
「
く
る
み
だ
」
の
語
源

に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。 

⑨
大
和
田
刑
場
跡
碑 

上
恩
方
町
五
五
六~

二 

一
刻
芸
術
会
館
の
駐
車
場
の
隅
に
「
南

無
妙
法
蓮
華
經
法
界
萬
霊
供
養
塔
」
が
建

っ
て
い
る
。
こ
の
供
養
塔
は
、
大
和
田
町

の
浅
川
辺
り
に
あ
っ
た
も
の
。
高
尾
山
の

麓
に
移
し
た
が
、
圏
央
道
の
道
路
工
事
に

よ
り
、
上
恩
方
の
現
在
地
に
移
さ
れ
供
養

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
土
地
の
古
老
に
よ

る
と
、
水
死
者
か
刑
場
の
刑
死
者
か
不
明

だ
が
「
萬
霊
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
合

葬
供
養
と
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

一
刻
芸
術
会
館
は
、
平
成
二
年
（
一
九

九
〇
）
七
月
十
五
日
開
館
。
木
彫
作
家
、

田
中
一
刻
氏
の
一
刀
彫
仏
像
作
品
二
十
体

ほ
か
、
古
美
術
品
や
木
彫
用
道
具
類
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
。
今
は
若
女
将
が
喫
茶

店
を
経
営
し
て
お
り
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
る
と
い
う
。 

こ
の
碑
は
、
江
戸
時
代
に
八
王
子
の
犯

罪
者
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
を
供
養
す
る
た

め
に
旧
紙
工
工
場
内
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。 

工
場
内
で
の
事
故
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の

本 殿 
菅原神社 

仏に祈る夫婦 
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碑
に
よ
り
め
っ
き
り
減
少
し
た
と
云
わ
れ

て
い
る 

          

⑩
庚
申
塔
と
山
王
様 

上
恩
方
町
（
黒
田
沼
） 

庚
申
塔
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

十
一
月
銘
の
青
面
金
剛
笠
付
合
掌
六
臂
像

で
、
像
高
七
十
一
㎝
、
台
座
に
竹
の
枝
で

遊
ぶ
猿
二
匹
が
彫
ら
れ
た
珍
し
い
も
の
で

あ
る
。
山
王
様
は
、
庚
申
塔
の
北
側
、
長

泉
寺
（
廃
寺
）
持
で
あ
っ
た
。
新
編
武
蔵

風
土
記
稿
に「
徐
地
三
間
に
十
二
間
許
り
、

小
名
黒
沼
田
に
あ
り
、
小
祠
南
向
き
に
立

つ
」
と
あ
る
。 

                        

⑪
稲
荷
神
社 

上
恩
方
町
（
駒
木
野
）  

元
文
年
間
（
一
七
三
六
～
四
一
）
の
鰐

口
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。明
治
四
十
年（
一

九
〇
七
）
銘
の
大
鳥
居
が
あ
り
、
境
内
に

は
妙
法
二
天
が
祀
っ
て
あ
る
。
明
治
初
年

ま
で
は
大
﨔
が
あ
り
、
駒
木
野
集
落
の
半

分
は
日
陰
で
あ
っ
た
と
い
う
。
入
口
道
路

の
北
側
に
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
地

蔵
と
、
首
の
欠
け
て
い
る
年
代
不
明
の
地

蔵
の
他
に
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の

庚
申
塔
笠
付
青
面
金
剛
六
手
が
あ
る
。 

           

大和田刑場跡の碑 

地 蔵 様 庚 申 塔 

稲荷神社本殿 
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●
駒
木
野
の
地
名
縁
起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
恩
方
町
（
駒
木
野
） 

む
か
し
は
「
小
牧
野
」
と
書
い
た
と
も

い
わ
れ
る
の
で
、
牧
野
の
跡
か
と
も
考
え

ら
れ
た
が
、
採
薪
地
名
の
細
木
（
こ
ま
ぎ
）

で
、
柴
、
粗
朶
（
そ
だ
）
の
こ
と
で
、
コ

マ
ギ
を
採
集
す
る
地
か
ら
名
が
つ
い
た
と

も
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
定
か
で
な
い
。 

   

⑫
御
嶽
神
社 

上
恩
方
町
（
佐
戸
） 

 
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
「
徐

地
百
六
十
坪
小
名
佐
戸
に
あ
り
、
石
段
四

十
二
級
を
登
り
て
小
社
を
立
つ
、
覆
屋
一

間
と
二
間
南
に
向
へ
り
、
神
体
は
銅
の
立

像
長
七
寸
例
祭
は
二
月
八
日
な
り
」
と
あ

る
。 

   

          

⑬
路
傍
の
石
造
物 上

恩
方
町
（
佐
戸
） 

駒
木
野
橋
の
東
石
垣
台
地
上
に
、
天
保

十
五
年
（
一
八
四
四
）
十
一
月
銘
の
三
面

六
手
の
馬
頭
観
音
と
時
期
不
明
の
地
蔵
が

覆
屋
の
な
か
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
佐
戸
」
バ
ス
停
留
所
か
ら
西
へ
約
二
十

ｍ
の
道
路
北
側
に
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

九
月
銘
の
庚
申
文
字
塔
が
あ
る
。 

板
当
橋
を
渡
り
、
旧
道
を
山
沿
い
に
東

へ
進
む
と
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
二

十
三
夜
塔
と
時
期
不
明
の
石
祠
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
少
し
東
へ
進
み
大
久
保
の
集
落

庚申塔 青面金剛 

御嶽神社 

奉納された狐群 
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に
入
る
辻
に
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

十
月
銘
、
高
さ
八
十
二
㎝
の
庚
申
塔
（
平

頭
角
柱
文
字
塔
）
が
あ
る
。
旧
道
を
更
に

東
へ
進
む
と
左
側
の
稲
荷
神
社
入
口
に
地

蔵
三
体
が
覆
屋
の
な
か
に
祀
ら
れ
て
い
る
。  

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
銘
一
体
と
不
明

像
の
二
体
で
あ
る
。
左
側
奥
に
、
大
久
保

の
稲
荷
神
社
が
あ
る
。
享
保
十
一
年
（
一

七
二
六
）
創
建
と
あ
り
正
一
位
の
神
階
は

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
受
け
と
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
楽
殿
も
境
内
に
あ

り
、
神
殿
裏
を
流
れ
る
北
浅
川
近
く
に
山

王
社
の
小
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
道
路
南

側
に
和
歌
山
県
新
宮
熊
野
速
玉
大
社
か
ら

勧
請
し
た
熊
野
神
社
が
あ
る
が
創
建
年
代

は
不
明
で 

 

あ
る
。 

       

●
佐さ

戸と

と
小
高
井
の 地

名
縁
起 

佐
戸
と
小
高
井
の
集
落
は
地
続
き
で
、

地
方
の
方
言
が
訛
っ
て
地
名
と
な
っ
た
も

の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
佐
戸
は
秋
田

方
言
の
サ
ド
（
堰
）
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
取
り
入
れ
る
用
水
が
小
高

井
の
水
田
を
潤
し
て
い
た
が
、
今
は
堰
の

痕
跡
は
な
い
。 

小
高
井
は
コ
ダ
ケ
ー
（
栃
木
方
言
）
で

用
水
堀
の
水
量
調
節
の
水
落
と
し
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
地
名
に
な
っ
た
と
考

え
て
よ
い
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。 

          

         

⑭
板
当
の
薬
師
堂 上

恩
方
町
一
五
七 

恩
方
中
学
校
バ
ス
停
前
に
板
小
会
館

が
あ
る
。
そ
の
会
館
の
南
側
に
、
薬
師
堂

が
あ
る
。
屋
根
は
茅
葺
き
で
、
今
は
そ
の

上
を
ト
タ
ン
で
保
護
し
て
い
る
。
地
主
の

大
塚
家
が
堂
守
を
し
て
い
る
。 

 

堂
内
の
奥
中
央
に
は
高
さ
三
十
㎝
程
の

金
箔
に
包
ま
れ
た
薬
師
如
来
坐
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
薬
師
如
来
の
周
り
に
は
、

高
さ
二
十
㎝
程
の
十
二
神
将
が
整
然
と
安

置
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
か
室
町

の
作
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
都
の
文
化

財
に
匹
敵
す
る
も
の
だ
と
い
う
。 

庚申文字塔 

旧道の石造物 

北浅川に架かる珍しい木橋 
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ま
た
、
目
の
病
を
治
す
た
め
に
奉
納
さ

れ
た
沢
山
の
絵
馬
や
本
堂
正
面
の
軒
の
下

に
は
俳
句
の
連
歌
と
思
わ
れ
る
大
き
な
扁

額
が
あ
る
。
そ
の
他
、
サ
ス
梁
と
両
側
に

あ
る
柱
に
付
け
る
飾
り
物
も
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
お
堂
の
脇
に
高
さ
一
ｍ
程
の

地
の
部
分
に
「
菊
」
の
紋
章
が
刻
ま
れ
た

丸
石
五
輪
塔
、
畑
の
中
央
に
は
鬼
門
石
と

い
わ
れ
る
石
も
あ
る
。 

               

                        

                        

丸五輪塔 
丸五輪塔に刻まれている菊の御紋 

薬師如来と十二神将 

柱の飾り物 

目
の
病
を
治
す
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬 薬師如来像 
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●
板
当
の
地
名
縁
起 

上
恩
方
町
の
東
端
で
旧
小
名
、
小
字
名

で
板
当
（
い
た
あ
て
）
と
い
う
。
北
浅
川

の
南
岸
で
板
当
川
の
流
域
に
あ
た
る
。 

武
蔵
名
勝
図
会
に
よ
る
と
「
小
名
、
板

当
は
古
之
家
建
（
い
た
て
）
の
転
じ
た
る

な
り
」
と
あ
る
。
む
か
し
武
具
の
一
つ
で

あ
る
楯
（
矢
受
け
）
の
板
を
、
こ
の
地
か

ら
切
り
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
板
当
（
い
た

わ
り
）
の
地
名
が
起
こ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。 

 
⑮
常
圓
山

皎
月
院 

上
恩
方
町
九 

宗
派 

曹
洞
宗 

心
源
院
末 

本
尊 

釋
迦
牟
尼
仏
如
来 

開
山 

玉
田
存
麟
大
和
尚 

開
基 

大
石
遠
江
定
久 

 

開
創 

天
正
四
年
（
一
五
七
六
） 

皎
月
院
は
古
く
室
町
時
代
の
文
明
年

間
（
一
四
六
九
～
八
七
）
ご
ろ
曹
洞
宗
の

僧
呂
が
庵
を
開
い
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。 

開
山
の
玉
田
存
麟
和
尚
は
天
正
十
四
年

（
一
五
八
六
）
寂
。 

開
基
の
滝
山
城
主
大
石
遠
江
守
定
久

の
法
名
は
「
皎
月
院
殿
英
岩
道
俊
居
士（
大

石
道
俊
）
」
。 

本
尊
の
釈
迦
如
来
坐
像
（
寄
木
造
）
は
、

像
高
二
十
八
㎝
、
膝
張
二
十
二
・
五
㎝
、

江
戸
期
に
御
朱
印
五
石
を
拝
領
し
た
。 

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
頃
焼
失

し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
戦
時
中

は
学
童
疎
開
の
施
設
に
も
使
用
さ
れ
て
い

た
。
多
く
の
土
地
を
八
王
子
市
に
寄
付
し

昭
和
二
十
二
年
恩
方
中
学
校
が
設
立
。
境

内
は
大
石
定
久
の
邸
宅
跡
と
伝
え
ら
れ
て

い
て
、
庭
の
桜
は
有
名
な
名
木
で
あ
る
。 

         

鬼 門 石 地 蔵 様 

皎月院本堂 
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●
草
木
兵
四
郎

頌け

ん

徳と

く

碑ひ 

皎
月
院
隣
の
広
場
に
、
草
木
兵
四
朗
翁

頌
徳
碑
が
あ
る
。 

草
木
兵
四
郎
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四

六
）
六
月
、
恩
方
村
の
素
封
家
に
生
ま
れ

た
。
資
質
は
、
温
厚
で
、
若
い
こ
ろ
か
ら

公
共
事
業
へ
の
志
が
深
か
っ
た
。
浅
川
の

洪
水
で
悩
ま
さ
れ
て
い
た
案
下
路
（
陣
馬

街
道
）
の
改
修
工
事
に
着
手
し
、
大
久
保

新
道
を
造
っ
た
。
私
財
を
投
じ
て
力
を
尽

く
し
た
結
果
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）
十
月
十
日
、
遂
に
完
成
を
み
た
。
頌

徳
碑
は
、
彼
の
功
績
を
称
え
昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）
年
六
月
に
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
。 

ま
た
彼
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

七
月
に
は
、
交
通
不
便
な
土
地
で
あ
っ
た

恩
方
村
力
石
に
、
馬
車
に
よ
る
運
送
業
を

開
始
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
恩
方
地
区
の
、

生
活
の
諸
物
資
の
搬
送
と
利
便
性
に
力
を

尽
く
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
。 

  

           

⑯
旧
道
の
石
造
物 下

恩
方
町
（
大
久
保
） 

大
沢
橋
を
南
に
行
く
と
東
大
沢
橋
に

出
る
、
こ
こ
を
東
に
進
む
と
松
竹
の
河
川

敷
を
横
切
る
旧
道
が
あ
り
途
中
に
幾
つ
か

の
石
造
物
が
あ
る
。 

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
銘
の
庚
申
塔

（
青
面
金
剛
像
）
以
外
は
年
代
不
明
で
あ

る
。
馬
頭
観
音
二
手
立
像(

壊
れ
て
い
る)

、

地
蔵
（
不
詳
）、
石
塔
の
一
部
（
不
明
）
等

が
立
ち
並
び
旧
案
下
道
の
面
影
を
残
す
貴

重
な
石
造
遺
物
で
あ
る
。 

本堂鴨居にある学童の名前 
学童の名前 

草木兵四朗翁頌徳碑 
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⑰
稲
荷
大
明
神 

下
恩
方
町
（
大
久
保
） 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
正
一
位
の
神

階
を
受
け
た
と
の
伝
承
。享
保
十
一
年（
一

七
二
六
）
の
創
建
。 

        
⑱
熊
野
神
社 

下
恩
方
町
（
大
久
保
） 

和
歌
山
県
新
宮
の
熊
野
速
玉
大
社
を

勧
請
。
年
代
は
不
詳
。 

      

●
大
久
保
の
地
名
縁
起 

下
恩
方
町
（
大
久
保
）  

大
久
保
の
地
名
縁
起
に
つ
い
て
、
ふ
れ

て
い
る
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。
上
恩
方

に
森
久
保
と
い
う
集
落
が
あ
り
、「
く
ぼ
」

と
は
山
間
地
の
中
の
平
地
の
意
で
あ
り
、

必
ず
し
も
へ
こ
ん
だ
所
（
く
ぼ
ち
）
と
は

限
ら
ず
、
山
間
地
か
ら
平
野
に
出
る
扇
状

地
に
連
な
る
比
較
的
広
い
平
地
と
な
っ
て

い
る
こ
の
地
を
「
大
久
保
」
と
名
付
け
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

⑲
千
手
山
普
門
院

浄
福
寺□

都 

下
恩
方
三
二
五
九 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

大
日
如
来 

寺
宝 

千
手
観
音
像 

開
山 

広
恵
上
人 

開
創 

文
永
年
間
（
一
二
六
四
～
七
五
） 

武
蔵
名
所
図
会
よ
る
と
千
手
山
普
門

院
浄
福
寺
は
、
真
言
宗
京
都
醍
醐
報
恩
院

石 造 物 地 蔵 様 

稲荷大明神 
熊野神社 
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末
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
「
城

福
寺
」
と
呼
ん
で
い
た
。
現
在
、
本
尊
は

大
日
如
来
で
あ
る
が
、
往
古
は
不
動
明
王

で
あ
っ
た
と
い
う
。 

本
堂
裏
手
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
、
そ

の
中
に
千
手
観
音
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、

大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
上
杉
憲
政
の
兵

火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
。
当
地
に
城
を
構

え
て
い
た
大
石
定
久
、
憲
重
父
子
は
上
杉

勢
の
た
め
に
一
時
退
い
て
い
た
が
、
翌
大

永
五
年
（
一
五
二
五
）
に
は
再
び
こ
の
地

に
帰
り
、
堂
を
復
興
し
寺
を
再
建
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

街
道
に
面
し
て
枡
形
と
伝
え
ら
れ
る

方
形
に
囲
っ
た
石
垣
が
あ
り
、
上
段
に
本

堂
、
庫
裏
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
裏
山
の

浄
福
寺
城
と
の
関
係
か
ら
も
大
石
氏
の
館

跡
の
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。 

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
三

十
一
日
、
東
京
都
の
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
観
音
堂
の
厨
子
は
大
永
五
年
（
一

五
二
五
）
頃
の
製
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
間
厨
子
、
寄
棟
造
の
板
葺
き
で
、
室
町

時
代
の
様
式
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
本
尊

の
千
手
観
音
像
も
室
町
時
代
の
作
で
あ
る
。

素
木
像
で
目
に
彩
色
が
あ
る
。
頭
部
化
仏

は
枘
穴
（
ほ
ぞ
あ
な
）
差
し
込
み
で
い
く

つ
か
を
欠
き
、
脇
手
は
直
接
釘
付
け
し
て

い
る
が
多
く
を
失
っ
て
い
る
。
像
高
六
十

八
㎝
、十
一
面
四
十
二
臂
の
千
手
観
音
で
、

蓮
台
の
下
に
台
座
が
あ
る
。
台
座
は
天
文

十
一
年
（
一
五
四
二
）
造
立
の
相
模
大
山

寺
の
不
動
明
王
像
の
台
座
で
あ
っ
た
も
の

で
あ
る
。
現
在
不
動
明
王
像
は
不
明
で
あ

る
。 

             

                        
都重宝 浄福寺観音堂内厨子 

浄福寺本堂 板葺き厨子と千手観音 
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●
三
十
三
観
音 

観
音
堂
へ
上
が
る
参
道
に
、
三
十
一
体

の
聖
観
音
菩
薩
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
加
え
て
東
京
都
指
定
文
化
財
、
宝

厨
子
内
の
「
千
手
観
音
」
と
観
音
堂
内
の

唐
金
造
の
「
聖
面
観
音
」
で
三
十
三
観
音

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

   

                       

●
白
山
神
社 

下
恩
方
町
（
浄
福
寺
境
内
） 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
「
本
堂
に
向
か

っ
て
左
に
あ
り
、
小
社
な
り
境
内
鎮
守
な

り
」
と
あ
る
が
、
現
地
に
は
、
白
山
大
権

現
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
仏
習

合
時
代
の
呼
び
方
と
考
え
ら
れ
る
。
加
賀

白
山
の
霊
山
信
仰
で
、
白
山
比
咩
（
は
く

さ
ん
ひ
め
）
の
大
神
が
祭
神
で
養
老
元
年

(

七
一
七)

頃
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
覆
屋
の
中
心
に
白
山
社
が
あ
り
、

両
脇
に
小
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
一
つ
が
、
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に

見
え
る
天
神
社
か
と
お
も
わ
れ
る
。
覆
屋

前
に
一
対
の
火
袋
欠
如
と
思
わ
れ
る
石
燈

篭
が
あ
る
が
、こ
れ
に
は
金
毘
羅
大
権
現
、

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
と
銘
が
あ
る
。 

      

昔話で知られる暴れ絵馬 

白山大権現 

聖観音像 白山神社 
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●
浄
福
寺
城
跡 

下
恩
方
町
（
大
久
保
） 

浄
福
寺
裏
山
一
体
は
浄
福
寺
城
と
い

わ
れ
て
い
る
城
郭
遺
構
で
あ
る
。
昭
和
五

十
九
年
（
一
九
八
四
）
八
王
子
市
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
遺
構
確
認
調
査
が
さ
れ
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
主
廓
部
を
中

心
と
し
て
放
射
線
状
に
伸
び
た
尾
根
上
の

遺
構
を
も
と
に
、
規
模
も
大
き
く
構
造
や

残
存
状
態
な
ど
か
ら
貴
重
な
中
世
の
山
城

跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。 

こ
の
城
は
、
十
四
～
十
五
世
紀
初
頭
に

大
石
信
重
に
よ
り
、
甲
州
口
の
押
え
等
を

目
的
に
そ
の
前
身
が
設
定
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
大
永
か
ら
天
文
年
間
に
大
石
定
久

が
居
城
と
し
て
用
い
、
現
在
残
存
す
る
城

跡
の
基
本
的
な
城
域
が
設
定
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
定
久
在
城
期
か
ら
そ
の
直
後

に
か
け
て
は
憲
重
が
一
時
在
城
し
て
い
た

時
期
や
、
北
条
氏
照
の
治
政
期
に
そ
の
支

城
と
し
て
の
改
修
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

浄
福
寺
の
あ
る
地
は
、
佐
野
川
往
還
と

い
う
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
に
通
ず
る
大
事

な
幹
線
道
路
に
接
し
、
戦
国
期
に
は
政
治

的
、
経
済
的
、
軍
事
的
に
み
て
重
要
な
位

置
を
占
め
る
場
所
で
あ
る
。
大
石
氏
は
長

期
に
わ
た
っ
て
こ
の
城
を
活
用
し
、
氏
照

も
滝
山
に
入
る
前
に
こ
こ
に
い
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
八
王
子
城
築
造
時
に
も
こ
こ

が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
城
の
名
も
「
新
城
」
、「
千
手
山
城
」
、

「
松
竹
城
」
、「
案
下
城
」
、「
由
井
城
」
と

も
呼
ば
れ
、
構
造
か
ら
み
て
東
側
山
麓
部

が
城
下
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
ル
ー
ト
が

大
手
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
城

下
の
一
角
と
推
定
さ
れ
る
上
宿
地
域
の
遺

跡
調
査
の
結
果
か
ら
幅
約
四
ｍ
、
深
さ
約

一
ｍ
の
溝
が
検
出
さ
れ
、
十
五
世
紀
末
か

ら
十
六
世
紀
前
半
の
遺
物
も
出
土
し
、
東

側
四
㎞
の
場
所
に
あ
る
由
井
八
日
市
の
市

場
と
の
関
係
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

    

                        

浄福寺境内 浄福寺跡・山頂（現在は祠のみ安置） 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 

八
王
子
仏
教
協
会
青
年
部 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
橋
本
文
書 

・
案
下
路
を
歩
く
会 

・
八
王
子
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
話 

清
水
成
夫
著 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
八
王
子
観
光
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
お
ん
が
た 

・
多
摩
の
文
学
碑 

・
恩
方
村
の
伝
説 

 
 
 

塩
田
真
八
著 

・
多
摩
名
義
考 

 
 
 
 

木
下 

正
著 

・
中
村
雨
紅
詩
謡
集 

・
ふ
る
さ
と
八
王
子 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
昭
文
社
地
図 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

―メモー 


